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東京竹芝から南に約 1,000km。定期船「おがさわら丸」で約 24 時間のところに位置する「小笠原諸島」。

おがさわら丸が停泊する父島に「都立大神山公園」があり、園内には小笠原諸島の歴史･文化･自然などの

情報をたくさん揃えた「小笠原ビジターセンター」があります。

無料リーフレットやインターネット「FREE SPOT」もありますので、お気軽にお立ち寄りください。

小笠原ビジターセンター ・ 大神山公園

NEWS LETTER

おがさわら おおがみやまこうえん

ニュース レター

ホームページX( 旧 Twitter)

ビジターセンターでの
イベント情報や
見ごろの植物情報など
旬な内容を平日は
毎日更新しています！

カプセルトイ
小笠原の生きもの缶バッチ

【500 円（税込）】

2026 年 3 月

開館カレンダー
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出港

出港
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小笠原のミナミハンドウ
イルカ個体識別カタログ

2020

【1430 円（税込）】

小笠原の鯨類
クリアファイル A4

【300 円（税込）】

～ビジターセンターでは物品を販売しています ! ～

キャッシュレス決済のみとなっていますので、

ご注意ください。（現金での販売はしておりません。）

「ジョン万次郎展」特別展

出港

出港

入港

～万次郎と小笠原の関わり～

1841 年 14 歳の時に土佐から漁に出て伊豆鳥島に流され、

アメリカの捕鯨船に助けられて船員になった万次郎。

万次郎の生涯のなかで、当時の小笠原と深く関わったという

内容を紹介します。

入港

「ザトウクジラ展」特別展

～旅するクジラに会いに行こう～

あいうえオガヒワ

【999 円（税込）】

小笠原の植物
フィールドガイド

小笠原の植物
フィールドガイドⅡ

小笠原の植物
フィールドガイドⅢ

【各 1100 円（税込）】

出港

毎年小笠原で命を繋ぐザトウクジラの展示。

ビジターセンターで予習をしてから、または実際のホエール

ウォッチングの後でも、より深くクジラ達のことを知ること

ができる内容です。

入港 出港

にっぽん丸

にっぽん丸

にっぽん丸（ラスト父島寄港）

ミニガイドウォーク

ミニガイドウォーク

小笠原鯨類
レクチャー

小笠原鯨類
レクチャー

ギンネムで作ろう

小笠原古謡教室

レイを作ろう

ハカラメはがき
アレカヤシの
冠つくり



住所 ：〒100-2101 東京都小笠原村父島字西町　小笠原ビジターセンター内

電話 ：04998-2-7170

時間：8：00 ～ 17：30 (12：00 ～ 13：30 休憩 )　年中無休

<アクセス >
おがさわら丸船着場から徒歩 5分小笠原ビジターセンター・大神山公園サービスセンター

指定管理者　　 公益財団法人東京都公園協会

大神山公園 TOPICS

見ごろの園内植物見ごろの園内植物

ムニンハマウド ( 固有種 ) ムニンタツナミソウ( 固有種 )

セイロンベンケイ デイコ( 外来種 ) ( 広域分布種 )

アカガシラカラスバト ( 愛称 : あかぽっぽ )
　に会いに行ってみよう！
３月はアカガシラカラスバトが好んで食べる
シマモクセイの果実が熟し始め、園内での
アカガシラカラスバトの目撃数も
だんだんと増えてきます。 ② 南入口～メイン展望台

③ コミュニティ広場のガジュマル

おがさわら丸の船客

待合所に近い南入口～

メイン展望台まで

登る散策路。

散策路の手摺りで

あかぽっぽがひと休み

していることも ?! 

園内であかぽっぽが

最も目撃されるエリア。

谷状の地形でひっそりと

した林内は、あかぽっぽ

にとって安心できる

環境のようです。

ガジュマルの果実が

赤く熟していたら、

あかぽっぽが食べに

来るかもしれません。

人通りの少ない早朝

が狙い目です。

① ヒメツバキの谷

南入口

メイン展望台

ヒメツバキ の谷

北入口

コミュニティ広場

大神山地区

大村中央地区

★小笠原ビジターセンター

大村海岸 二見港

西入口

大神山神社

アカガシラカラスバト
・ ハト目 ハト科
・ 小笠原固有亜種
・ 絶滅危惧種
・ 国の天然記念物に
 指定されています。

大神山公園の

園内マップは

こちらから

ダウンロード⇒

北入口に植栽。
父島の自生地では、ノヤギ
の食害で個体数は減少。
図鑑などでは、花期は 6月
となっているが、大神山で
は毎年 3月頃に開花してい
る。

北入口に植栽。
父島や兄島に見られる。
１つの茎から複数個の花を
つける。
漢字で「無人立波草」と書
き、花を打ち寄せる波に見
立てた。

アフリカ原産で、鑑賞用に
持ち込まれた。
釣鐘状の花をたくさんつけ
る。
葉から芽を出すため、小
笠原では別名「ハカラメ」
とも呼ばれる。

街中では、街路樹としてよ
く見かける。葉が出る前に
真っ赤な花を咲かせる。
小笠原では、春を知らせる
花として親しまれ、別名
「ビーデビーデ」と呼ばれ
る。


